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第２ 次甲賀市小中学校再編計画に関する 答申にあたって 

（ 答申の趣意）  

 

 甲賀市学校再編審議会は、 令和６ 年７ 月２ ９ 日に甲賀市教育委員会から 第２

次甲賀市小中学校再編計画の策定に関し 、 ３ 項目についての諮問を いただき ま

し た。 審議会では、学校再編にかかる 甲賀市のこ れま での歩みや現状、 今後のめ

ざすべき 姿を 共有し 、 それぞれの知識・ 経験・ 立場を も つ１ ０ 名の委員で審議を

行い、「 現行計画においてなぜ再編が計画ど おり に進ま なかったのか？」、「 再編

と は何をめざし ている のか？」、「 再編＝学校の統廃合を意味する も のなのか？」

など 、こ れま での取り 組みを 総括する と と も に、学校再編が進めら れた先進地の

状況など も 参考に協議を 進めてま いり ま し た。  

 協議では、現在の小中学校の現状、 今後の児童生徒数の推移、地域の実情など

を考慮し 、こ れから の甲賀市の学校教育、学校がど う ある べき かを 議論の柱に据

え、「 学校再編は、 児童生徒数や学校規模ではかる も のではなく 、 甲賀市がめざ

す学校教育の実現のための魅力ある 学校の創設である こ と 」 や、「 学校創設には、

生徒・ 保護者・ 地域・ 学校が一体と なる こ と が不可欠である こ と 」、 ま た「 義務

教育９ 年間を 見通し た小中一貫教育の推進が必要である こ と 」 など 、あら ゆる 角

度から ５ 回にわたる 慎重審議を行いま し た。  

 こ のよ う な協議経過を 踏ま え、諮問いただいた３ 項目に対し 、次葉のと おり 、

答申を さ せていただき ま す。  

本答申が尊重さ れ、 第２ 次甲賀市小中学校再編計画が策定さ れる こ と で、 再

編後の新し い環境の中で、 好奇心旺盛に学ぶ子ど も たちが、 いき いき 学び、 ぐ

んぐ ん伸び、 心やさ し く 育つこ と 、 ま た、 郷土を愛し 、 誇り を 持ち、 未来を 切

り 拓く 人材に成長する こ と を ご期待申し 上げま す。  

 

 

令和６ 年１ ２ 月 

甲賀市学校再編審議会 

会長 西川 信廣 

 

 



第２ 次甲賀市小中学校再編計画に関する 答申 

 

 第２ 次甲賀市小中学校再編計画の策定に際し 、子ど も たちにと って、よ り 良い

教育環境を 将来にわたり 安定的に提供する ため、 甲賀市教育委員会から 諮問さ

れた以下の３ 点について答申し ま す。  

 

１ ． 第２ 次甲賀市小中学校再編計画について 

甲賀市幼保・ 小中学校再編計画（ 基本計画） を基に、 次期計画については以下

の点を 考慮し た計画と なる こ と が望ま し いと 考えま す。  

〇 学校再編は、学校規模だけで行う も のではなく 、甲賀市がめざす学校教育

の実現のために行う も のである 。甲賀市の学校ビ ジョ ンを明確にし 、魅力あ

る 学校づく り を めざすこ と 。  

〇 １ ５ 歳の子ど も 像を 小中学校の全教職員が共有し 、地域と 協働でき る 学校

をめざすこ と 。  

〇 学校再編は、地域コ ミ ュ ニティ や公共交通など も 関係する こ と から 、教育

委員会だけでなく 、 全庁横断的な取り 組みと し て実施し ていく こ と 。  

 

 

２ ． 再編計画の進め方について 

 未就学児や児童生徒の保護者、地域住民に対し 、以下の点について理解を 求め、

計画を 推進し ていく こ と が望ま し いと 考えま す。  

〇 再編後の学校施設の利活用については、児童・ 生徒が地域学校協働活動の

場と する こ と や、市民が集う 様々な教育の場と し て活用する など 、その方向

性を 示し つつ、地域の意向も 聞き ながら 、地域のコ ミ ュ ニティ 施設など と し

て活用する こ と を検討し ていく こ と 。  

〇 学校再編を推進する ための会議、委員会を 設け、新たな学校のス タ ート に

向けた協議を行う こ と 。  

〇 学校運営にかかる 費用面については、 資料を 掲載し 、 保護者・ 地域住民に

説明する こ と 。  

 

 



３ ． 学校再編の実現に向けて考慮すべき 事項について 

教育目標である 、「 たく ま し い心身と 郷土への誇り をも ち、 未来を切り 拓く 人

を育てる 」 ため、 子ど も 、 保護者、 地域、 教師、 学校が一体と なり 、 以下の点を

考慮し た学校再編を進める こ と が望ま し いと 考えま す。  

〇 再編後の学校運営を 円滑なも のと する ためにも 、 地域と 学校の繋がり は 

重要である 。 学校運営協議会を 全小・ 中学校に設置し 、 極めて小規模の学校

においては、 中学校区単位で運営し 、 地域と 連携を 図る こ と 。  

〇 義務教育９ 年間を 見通し たカ リ キュ ラ ム で構成する 義務教育学校の創設

を将来的な視野に入れ、 小中一貫教育を 推進する こ と 。  

〇 学校教育において、 様々な意見や考え方に触れ、 切磋琢磨する こ と は、 子

ど も の学力向上は言う ま でも なく 、教職員の指導力向上においても 重要であ

る ため、 一定の集団を 確保する こ と 。  

〇 総合的な学習の時間など において、地域の歴史や文化など を 知る 学習のた

めの時間を 設ける こ と 。  

〇 子ど も の観点での学校再編が第一義と なる が、教員の確保や配置も 考慮す

る こ と 。  

〇 ス ク ールバス など の児童生徒の安全な交通手段を 確保する こ と 。  

〇 特認校で行っ てき た特色ある 教育を 、 再編後においても 配慮する こ と 。  

 

 

４ ． その他学校再編に関連する 事項 

〇 保育・ 幼児教育と 小学校教育を 相互理解し ながら 連携さ せる こ と で、小学

校生活への円滑な適応が可能と なる ため、５ 歳児が定期的に小学校で活動す

る など 、 保幼小の連携は必要と 考えま す。  

〇 信楽地域にあっては、 こ ど も 園、 小学校、 中学校がそれぞれ近隣にある こ

と から 、こ れま で以上に繋がり を 大切にし 、保幼小中を 一貫と する 教育のモ

デル地域と し て実施可能である と 考えま す。  

 〇 児童数や複式学級の有無等を 考慮し 、 順次ブロ ッ ク ご と に再編を 進めて

いく 必要がある と 考えま す。  

 

  



甲賀市学校再編審議会 開催内容 

 

開催回 開催日 内容 

第１ 回 令和６ 年 

７ 月２ ９ 日 

１ ． 委嘱状交付 

２ ． 委員自己紹介 

３ ． 会長・ 副会長選出 

   会 長 西川 信廣 

   副会長 大林 源弥 

４ ． 諮問 

  立岡教育長から 諮問 

５ ． 議題 

（ １ ） 会議の公開について 

（ ２ ） 学校再編の現状について 

（ ３ ） 今後のス ケジュ ールについて 

（ ４ ） 意見交換 

第２ 回 令和６ 年 

９ 月３ 日 

議題 

（ １ ） 第１ 回審議会の議事録案について 

（ ２ ） 審議項目について 

（ ３ ） 第２ 次甲賀市小中学校再編計画（ たたき 台）  

   について 

第３ 回 令和６ 年 

１ ０ 月１ 日 

議題 

（ １ ） 第２ 回審議会の議事録案について 

（ ２ ） 第２ 次甲賀市小中学校再編計画（ たたき 台）  

について 

  ・ 再編計画の位置づけについて 

  ・ 学校再編の実現に向けて配慮すべき 事項 

について 

第４ 回 令和６ 年 

 １ １ 月５ 日 

議題 

（ １ ） 第３ 回審議会の議事録案について 

（ ２ ） 第２ 次甲賀市小中学校再編計画（ たたき 台）  

   について 

第５ 回 令和６ 年 

 １ ２ 月３ 日 

議題 

（ １ ） 第４ 回審議会の議事録案について 

（ ２ ） 第２ 次甲賀市小中学校再編計画に関する 答申

書（ 案） について 



諮問書 

 

 

甲 教 総 第 3 4 1 号 

令和６ 年(2024年 )7月29日 

 

甲賀市学校再編審議会 

会長 西川 信廣 様 

  

甲賀市教育委員会 

 

 

諮 問 書 

  

 

  下記の事項について 、 甲賀市学校再編審議会に諮問い た し ま す。  

 

記 

 

１ ．  諮問事項 

第２ 次甲賀市小中学校再編計画について  

 

２ ．  諮問趣旨 

 本市で は、 平成２ ７ 年度か ら 令和６ 年度ま での１ ０ 年間を 計画期間と する 、 甲賀

市幼保・ 小中学校再編計画を 策定し 再編を 進めて き ま し た 。 各地域の学校再編検討

協議会において も 議論を いた だき 、 再編について 了承いた だいた 地域も あ り ま し た

が、 結果と し て 学校の再編は小学校２ 校だけ に留ま り 、 小中学校の再編は計画通り

に進ん で いな い状況です。  

ま た 、 少子化に伴う 学校の小規模化や学びの多様化な ど 、 子ど も た ち を 取り 巻く

教育環境が大き く 変化し て いく こ と は大き な 課題であ り 、 課題解決には学校再編が

避け て は通れな い状況であ り ま す。  

そ こ で、 市の教育方針や教育目標に沿っ た 、 子ど も た ち に と っ て よ り 良い教育環

境を 将来にわた り 安定的に提供する た め、 現行の甲賀市幼保・ 小中学校再編計画の

後継と な る 、 第２ 次甲賀市小中学校再編計画を 策定し 、 学校再編を 推進する 必要が

あ る こ と から 、 下記の点について 貴審議会の意見を 求めま す。  

 

記 

 

１．第２次甲賀市小中学校再編計画について 

２．再編計画の進め方について 

３．学校再編の実現に向けて考慮すべき事項について 

以上 

 



 

甲賀市学校再編審議会 委員名簿 

（ 敬称略）  

役職 氏名 所属等 選出区分 

会長 西川 信廣 
京都産業大学 

現代社会学部現代社会学科 教授 

学識経験を  

有する 者 

副会長 大林 源弥 元教員 教育関係者 

 
中村 雅昭 

Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会甲賀支部長 

油日小学校Ｐ Ｔ Ａ 会長 
市民 

 
井口 寛 

Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会甲南支部長 

甲南第三小学校Ｐ Ｔ Ａ 会長 
市民 

 
西川 有樹 信楽こ ど も 園保護者会副会長 市民 

 
藤河 正明 元教員 教育関係者 

 
福永 佐栄子 元教員 教育関係者 

 
藤岡 美登江 山内小学校再編時保護者 

その他教育委員会

が適当と 認める 者 

 
澤田 賢人 鮎河小学校再編時在校児童 

その他教育委員会

が適当と 認める 者 

 
八木 正隆 元小中学校教育のあり 方審議会委員 

その他教育委員会

が適当と 認める 者 

 


